












に正三位に叙され、同年八月には参議に昇進した（以下特に断らない限り、昇進 関する記述は『公卿補任』 依拠） 。清盛を皮切りに現任公卿を輩出するよう なった平家一門は、貴族社会の構成員として必然的に朝廷儀礼への出仕や勤仕が求められる立場となった。
その中で本稿が注目するのは、清盛の嫡子・重盛の貴族社会における動
向である。髙橋昌明氏が指摘するように 清盛は仁安四年（一一六九）春に摂津国福原 と移り、その後は治承三年（一一七九）政変にともなう平家政権の成立時まで、ほぼ福原で居住した。 方で の福原移住後、京
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して貴族社会に存続・展開する可能性を持っていた点に留意して検討を進めたい。治承三年七月に重盛が亡くなった直後 同年十一月 いわゆる治承三年政変にともない平家政権が成立し、ま 元暦二年（一 八五）三月
(6)


































内大臣に任じられ、さらにその約三ヶ月後の翌年二月には太政大臣へと昇進するのである。大臣へ 可能とし 要因 ついては 後白河上皇による強引な引き立てとの見方や、清盛が皇胤ゆえに特別待遇を受けたとの指摘など、近年 も多くの先行研究により分析が加えられている。そう
(14)
した議論の中で本稿が重視したい は、清盛の内大臣昇進が、そ 直後太政大臣への任官まで見据えた、すなわち引退を前提とした人事であっとする理解である。既に橋本氏が指摘した通り 当該期の太政大臣は名誉
(15)
職化し、任期も短期化していた。従っ わずか三ヶ月後にそう 位置づけにあった と転じることにな 清盛 内大臣昇進は、その直
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但し、この点に関して注意しておきたいのは、髙橋昌明氏が論じたように後白河上皇が入内 つい 清盛と福原で相談した 、最終的な打ち合わせは重盛と行ったとみられ、実際に右の通り重盛は入内の 程に合わせ 権
(22)

























足を歎きなが も、その中にあって重盛は適任であるとの感想を記している。実際、右大将への任官後は、重盛が 要儀礼において上卿など 勤仕
(26)




















三夜・五夜・七夜・九夜には、産 において祝宴を催す産養の儀が行われる。当時の産養は、三夜は「本宮」 （母后） 、五夜は「后父」 七夜は「公
(32)














所課 内容 負担者 中宮職
御前物 榎木大盤６脚、銀笥１口、他 中山忠親 権大夫
児御衣 御衣１合、御襁褓１合 平時忠 大夫
〃 御衣１合、御襁褓１合 平維盛 権亮
饗 上達部20前 平重衡 亮
〃 殿上人30前 平基親 大進
〃 侍所30前 藤原宗頼 大進
〃 女房衝重30前 藤原尹範 少進
〃 女房衝重30前 源兼資 進
〃 庁20前 惟宗季高 大属
屯食 盛屯食10具 ― ―
〃 荒屯食10具 ― ―
作者：平重衡（中宮亮）
五夜定文　平重盛 
所課 内容 負担者 受領 国主 備考
（御前物） （未詳） ― ― ― 定文欠落部分
(威儀御膳) （未詳） ― ― ― 　 　〃
児御衣 御衣２重、御襁褓６重 ― ― ―
饗 上達部20前 平通盛 越前 平重盛
〃 殿上人30前 平通盛 越前 平重盛
〃 侍所30前 平師盛 若狭 平経盛
〃 諸大夫30前 ― ― ―
〃 女房衝重60前 平経正 丹後 平重盛
〃 女房衝重60前 平忠房 能登 平教盛
〃 庁20前 平為盛 紀伊 平頼盛
〃 雑饗30前 ― ― ―
屯食 盛屯食15具 ― ― ―
〃 荒屯食15具 ― ― ―































































































№ 所課内容 担当者 役職
1 上御前物 藤原経宗 東宮傅
2 中宮御前物（懸盤６脚） 平重盛 ―
3 宮御前物（御台６本） 平重衡 春宮亮
4 折櫃物（50合） 花山院兼雅 春宮大夫
5 折櫃物（51合） 平知盛 春宮権大夫
6 饗（上達部・殿上人） 藤原光長 春宮大進
7 饗（中宮侍所） 高階経仲 春宮権大進
8 饗（中宮女房衝重） 平時兼 春宮少進
9 饗（中宮庁） 中原成挙 春宮大属
10 饗（宮女房衝重） － 東宮庁
11 饗（帯刀陣） 安倍資成 春宮少属
12 饗（蔵人所） － 宮別納所
13 饗（東宮庁） 安倍資元 春宮権少属
14 椀飯（内殿） 平重衡 春宮亮
15 椀飯（内女房） 平維盛 春宮権亮






№ 所課内容 国名 守 国主
1 内殿上椀飯（飯20杯・菜20杯・菓子２外居） 信濃 ※1 藤原実教 （未詳）
2 内台飯所椀飯（飯20杯・菜20杯・菓子２外居） *播磨 平行盛 平宗盛
3 中宮女房衝重（30前） *越前 平通盛 平重盛 ※2
4 中宮女房衝重（30前） *紀伊 平為盛 平頼盛
5 中宮侍所饗（20前） 越後 ※3 藤原雅隆 藤原光隆
6 中宮庁饗（20前） 和泉 平信兼 （未詳）
7 東宮殿上饗（20前） 備前 ※4 藤原時房 藤原邦綱
8 東宮女房衝重（20前） *丹後 平経正 平重盛
9 東宮蔵人所饗（20前） 常陸 高階経仲 高階泰経
10 東宮庁饗（20前） *駿河 平維時 平宗盛
11 啓陣（20前） 石見 藤原能頼 藤原光雅
12 粉物長櫃（10合） 丹波 藤原行雅 花山院兼雅
13 粉物長櫃（10合） 因幡 藤原隆清 藤原隆季
14 粉物長櫃（10合） *若狭 平師盛 平経盛
15 粉物長櫃（10合） 甲斐 藤原為明 （未詳）
16 粉物長櫃（10合） 美作 藤原基輔 九条兼実
17 籠物（50棒） 土佐 平宗実 藤原経宗




































































































































































隆季が勤仕し 際に、 「中納言内弁頗希代事也」と批判されている とも、そうした慣例があったことを想起させる。従って、右大将に任官した直後
(58)

































和暦 内弁 勤仕時官職 出自 備考 典拠
久安７ 藤原頼長 左大臣 摂関家 台
仁平２ 藤原頼長 左大臣 摂関家 本
仁平３ 藤原頼長 左大臣 摂関家 本
仁平４ 藤原頼長 左大臣 摂関家 台
久寿２ 藤原頼長 左大臣 摂関家 台
久寿３ 藤原公教 大納言 閑院流（三条） 兵
保元２ ― 節会停止（諒闇） 兵
保元３ 藤原伊通 左大臣 頼宗流 兵
保元４ （未詳） ―





長寛３ 藤原経宗 右大臣 大炊御門 山
永万２ （未詳） ―
仁安２ 源定房 権大納言 村上源氏 兵
仁安３ 藤原隆季 中納言 四条 「中納言内弁頗希代事也」 玉・兵
仁安４ 源雅通 内大臣 村上源氏 兵
嘉応２ 源雅通 内大臣 村上源氏 玉
嘉応３ 藤原兼実 右大臣 摂関家（九条） 玉
承安２ 源雅通 内大臣 村上源氏 玉
承安３ 藤原経宗 左大臣 大炊御門 玉
承安４ 藤原兼実 右大臣 摂関家（九条） 玉
承安５ 平重盛 権大納言 平家 玉1.2
安元２ 藤原隆季 権大納言 四条 玉
安元３ ― 節会停止（諒闇） 玉
治承２ 藤原隆季 権大納言 四条 玉
治承３ 藤原実房 権大納言 閑院流（三条） 玉・山
治承４ 藤原実定 大納言 徳大寺 玉1.2
治承５ 藤原経宗 左大臣 大炊御門 玉
養和２ ― 節会停止（諒闇） 保
寿永２ 平宗盛 内大臣 平家 玉
寿永３ 藤原実定 大納言 閑院流（徳大寺） 玉
元暦２ 藤原忠親 権大納言 花山院（中山） 玉
文治２ 藤原良通 権大納言 摂関家（九条） 玉
文治３ 藤原良通 内大臣 摂関家（九条） 玉
文治４ 藤原実家 権大納言 閑院流（徳大寺） 玉1.3
文治５ 藤原実定 右大臣 閑院流（徳大寺） 玉
文治６ 藤原兼房 大納言 摂関家 玉
建久２ 藤原兼雅 右大臣 花山院 玉
建久３ 藤原兼雅 右大臣 花山院 玉
建久４ ― 節会停止（諒闇） 玉・百
建久５ 藤原実房 左大臣 閑院流（三条） 玉
建久６ 藤原実宗 大納言 閑院流（西園寺） 玉
建久７ 藤原良経 内大臣 摂関家（九条） 玉
建久８ 藤原隆忠 大納言 摂関家（松殿） 猪
建久９ ― 節会停止（日蝕） 玉・猪














































































































































以上本章では、 （１）相撲節会、 （２）元日節会内弁、 （３）任大臣大饗に




人頭と昇進し 公達層のコースに乗って昇進し い れ以外にも、平
(77)
家一門嫡流の昇進コース 清華家のそれに改められつつ った とは 白根靖大氏が指摘するところである。また、安元三年五月末のいわゆる「鹿
(78)
ヶ谷事件」の結果、重盛は直後に左大将を辞職し翌年二月に内大臣についても辞表を提出した際 この辞表が承認されることはなかっ も 、そ
(79)


























































髙橋昌明「平家の館について」 ・ 「後白河院と平清盛」 （ 『平家と六波羅幕府』(1)東京大学出版会、二〇一三年［初出一九九八年・二〇〇四年］ ）一三一・二六頁。髙橋昌明『清盛以前』 （平凡社、二〇一 年［初出一九八四年 。(2)松薗斉「武家平氏の公卿化について」 （ 『九州史学』一 八・一一九、一九(3)九七年） 。元木泰雄「後白河院と 」 （ 『院政期政治史研究』思文閣出版、一九九六(4)年［初出一九九三年］ ）三〇三頁、下郡剛「後白河院政期における国家意志決定の周辺」 （ 『後白河院政の研究』吉川弘文館、一九九 年［初出一九九六年］ ）四三・五二頁。前掲註松薗論文六一、八二～八三頁。(5)
(3)
石母田正「平氏『政権』について」 （ 『石母田正著作集七古代末期政治史(6)論』岩波書店、一九八九年［初出一 五六年］ ） 、上横手雅敬「 氏政権の諸段階」 （安田元久先生退任記念論集刊行委員会『日本中世の諸相上』吉川
弘
文館、一九八九年） 、田中文英「高倉親政・院政と平氏政権」 （ 『平
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氏政権の研究』思文閣出版、一九九四年）など参照。西谷正浩「鎌倉期における貴族の家と荘園」 （ 『日本史研究』四二八、一九(7)九八年） 、川端新『荘園制成立史 研究』 （思文閣出版、二〇〇〇年） 。拙稿「平家領の形成と領有構造」 （ 『史学雑誌』一二一―八 一二(8)元木泰雄 重盛論」 （朧谷寿・山中章編 平安京とその時代』思文閣出(9)版、二〇〇九年）二三九頁。元木泰
雄『平清盛の闘い』 （角川書店、二〇〇一年）八三～八四頁、髙橋





























清盛の福原への退隠時期については、髙橋昌明「平家の館について」 （前(17)掲註著書、 ［初出一九九八年］ ）一三一頁参照。 『山槐記』治承四年三月
(1)


























































































頁参照。大日方克己「院政期の王権と相撲儀礼」 （ 古代文化』六一―三 二〇〇九(44)年） 。『吉記』承安四年三月十一日条 相撲節会の準備については、野口実「相(45)
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細谷勘資「摂関家の儀式作法 松殿基房」 （前掲註著書、 ［初出一九九四(54)
(48)








～四九〇頁。藤原（平） 実についての記述は、 『尊卑分脉』第四編三五頁、 『吾妻鏡』文治元年十二月十七日条、延慶本『平家物語』第六末「土佐守宗実死給事」を参照。『玉葉』仁安三年正月一日条 なお、藤原隆季（四条家）の家格は羽林に(58)該当
する
。


































神谷正昌「 大臣大饗の成立と意義」 （ 『国史学』一六七、一九九九年） 。(71)前掲註 論文によると、平安後期には、内大臣から左・右大臣、もし(72)
(71)
くは右大臣から左大臣への転任時には行われなかったものの、大臣初任や太政大臣への昇進時 は一般に催されていた。この点については、渡邊誠「大臣 饗と太政官」 （ 『九州史学』一五六 二〇一〇年） 「大臣饗沿革考」 （ 『史人』三、二〇 一年）も参照。『玉葉
』
安元三年二月七日・二十九日条。




























二六六頁） 、 『愚管抄』 「巻第二今上」一二五頁。
木村真美子「中世の院御厩司について」 （ 『学習院大学史料館紀要』一〇(84)一九九九年） 。大村拓生「中世前期の鳥羽と淀」 （ 『日本史研究』四五九、二〇〇〇年） 。(85)前掲註西谷論文、前掲註川端著書。(86)
(7)
(7)
『愚昧記』治承元年十 月十八日条、 『玉葉』治承元年十一月十九日条。(87)仁安二年（一一六七）の五節舞姫では、後白河上皇から清盛に舞姫献上者(88)の選定につき諮問があり（ 『兵範記』八月 十日条） 、若狭守平経盛が献上している（ 『兵範記』十一月 三日条） 。
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